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ワンヘルス実践発表会

◎　昆虫や自分で選んだ小動物などの生き物を継続的に育て　
　る活動を通して、それらも自分と同じように生命をもって
　いることや成長していることに気付きました。
◎　生き物の変化や成長の様子に関心をもって働きかけ、友
　達が育てている生き物との相違点に気付きました。

令和６年度　
小中学校におけるワンヘルス教育推進事業

桜舞館小学校　２年生　生活科
「生きもの大すき大さくせん」
【柱④人と動物との共生社会づくり】

　高校で飼育している牛やヤギ等のお世話の仕方を教えても
らい、餌やりをしたり、ウサギやハムスターなどの小動物を
座って抱きかかえ、ふれ合ったりしました。動物の温かさを
直に感じるとともに、動物の健康や人との関わりを学ぶ貴重
な体験となりました。

瀬高中学校　１年生　技術・家庭科（家庭分野）
 「持続可能な食生活」
【柱⑤健康づくり】【柱⑥環境と人と動物のより良き関係づくり】

福岡県立八女農業高校での体験活動

　
・　すべての児童生徒がワンヘルスを普及することの意義を理解し、主体的にワンヘルスに関する　
　活動に参加することができた。
・　教職員においても、ワンヘルス教育の価値や９ヵ年の系統性をもたせることの大切さを理解し、
　小中連携の柱として位置付けることができた。

◎　日常生活において食品を購入するときは、多様な視点

　（価格、安全性、環境への影響など）を考えて適切に食

　品を選択することが大切であることへの理解を深めました。

成果

　桜舞館小学校では、「桜ワンヘルスサミット」として、

来校者参加型の発表会が行われ、児童のいきいきと学ぶ姿

が見られました。


